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tray 1927 : 39］。





えることができる。この点と関連して浜本［1990 : 59, 64］は，妖術や憑依霊をはじめ，人びとが
経験する秩序からのずれ（ノイズ）をパターンにつくりかえる不幸のエージェントを「一種の虚焦
点」として論じている。
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13）　他者の力を取り込む模倣（mimesis）の実践として精霊憑依をとらえた議論として，Kramer 
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